


工具と素材間の熱間接触熱伝達特性

－ 29 － JFE技報 No. 42（2018年 8月）

高さ 20 mmの円筒状の試験片を準備し，それぞれの試験片
の中心軸上深さ方向に 4ヶ所（接触面から 2，5，10，
15 mmの位置）に直径 1.0 mmの K型シース熱電対を挿入
した。試験片の接触面における表面処理方法と粗さを表 2
に示す。ステンレス鋼試験片は，模擬酸化物皮膜を付けた
ものと付けていないものを準備した。模擬酸化物皮膜は，
FeO及び Al2O3粉末を溶射により付着。
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とした時の理論値と良い相関が得られ，矩形突起モデルは
定性的に正しいといえる。算術平均粗さ Raに補正係数を乗
じることで本モデルにおける矩形突起の高さδ を求められる
と考えられる。次に 3.1節で示したステンレス鋼試験片の表
面粗さによって接触面の熱伝達率が大きく変化した現象を
考察する。
（1）式から異なる素材が接触したときの熱伝達率は，熱
抵抗の和の逆数となる。そこで，酸化物皮膜が無い条件に
おける各試験片の矩形突起部の熱抵抗を図 9に示す。
ステンレス鋼の熱伝導率は 15.9 W/mKであり，銅の

400 W/mKに対して 3.7％と低い




